
【令和７年９月 第５回定例会行政報告】

令和７年９月２日に開催されました、滝上町議会第５回定例会冒頭に行った行政報告につきまして、皆

様にお知らせいたします。

① 【国民健康保険診療所の完成と記念事業】

まず初めに、滝上町国民健康保険診療所についてであります。

令和４年 10 月に「滝上町国民健康保険診療所基本構想」を策定し、令和５年度から令和７年度までの３

ヵ年の継続工事により建設を開始、この間、世界的な原材料の品薄の影響を受け、資材等の納期の遅れや

専門的な下請け業者の確保など、予想以上の困難を極め、完成工期を２ヵ月伸ばし、建物本体の工事が本

年７月に完成し、今後は、旧施設の解体工事やＰＰＡ施設工事が残っておりますが、９月 25 日木曜日か

ら新診療所での診療を開始いたします。

現在の診療所での診療は、9月 19 日金曜日までとし、20日から 24日までは、救急を含め全てを休診とし

て、引っ越し作業を行うこととなりますので、町民の皆さまにはご不便とご迷惑をおかけいたしますが、

何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。

また、９月 15 日月曜日、敬老の日でありますが、竣工式と町民の皆さま向けの内覧会を行い、12 月６日

には、国立大学法人旭川医科大学 西川祐司学長をお招きして、講演会の予定もいたしておりますので、

多くの皆さまのお越しをお待ちいたしております。

なお、講演会については、詳細が決まりしだい、広報等でお知らせいたします。

最後に、本年７月から医師の確保と持続可能な医療提供、地域医療ニーズへの対応、現状の医師への軽減

負担と診療時間の確保などを背景に、開始した総合診療による１診体制についても、大きなトラブルもな

く順調に医療サービスの提供が行われております。

② 【高齢者福祉と障害福祉の現状】

次に、高齢者福祉と障がい者福祉の現状についてであります。

まず、本町の障がい者人口でありますが、障害関係の手帳所持者は、令和４年には 251 人いた手帳交付者

も、令和６年度末には 206 人と年々減少傾向にあります。

障害者福祉サービス利用者は、令和４年 25 人、うち障害児８人の利用がありましたが、令和６年度末の

サービス利用者は 27人、うち障害児 14人と、障害児数は倍近く増加しております。また障害者福祉サー

ビス費は、例年 150,000 千円程度の給付をしております。今後もサービスの利用者は現状を維持されてい



くものと考えております。

次に、本年度の敬老会についてであります。本年度の敬老会は、9月 19 日金曜日に開催いたします。こ

れまで実行委員会主催で実施いたしておりましたが、事務の効率化等の観点から町主催で開催する運び

となっております。また、対象者への案内については、本年度からは、往復ハガキによる出欠確認を取り

やめ、お知らせハガキのみのご案内に変えました。７５歳以上 590 名の方の長寿をお祝いする予定として

おります。

その他、秋口には「高齢者スポーツ大会」の開催も例年通り予定いたしております。今後は、「認知症と

ともに生きるまち滝上」を宣言している本町として、「認知症サポーター養成講座」や「認知症セミナー」

についても、引き続き実施して参ります。

通院や社会参加を助長する事業としてのハイヤー券、バス無料乗車券についても、年々対象者が減少傾向

でありますが、利用者ニーズは減ることなく、利用していただいているため、引き続き実施して参ります。

 

③ 【農業における８月末現在の作況】

次に、８月末現在の町内作物の生育及び収穫状況についてであります。

まず、畑作物のうち、小麦の状況でありますが、融雪が早く、４月から好天に恵まれ、平年よりも生育は

早く、茎数（けいすう）は平年よりやや多い状況で生育し、６月の出穂（しゅっすい）以降も高温・少雨

により生育は進み、平年より成熟期は早まりました。倒伏(とうふく)の発生は少ない状態で収穫を迎えま

した。

収穫作業は、穂の成熟が早まったことから平年より 14 日、昨年よりも４日早い７月 13日から収穫作業が

始まり、平年より８日早い７月 24 日に収穫を完了し、粗原収量は 10.2 俵となっています。現在、製品の

乾燥・調製を行っているところでありますが、推定製品収量は、細(ほそ)麦(むぎ)傾向がみられることか

ら、昨年を下回る 8.5 俵の収量が見込まれています。

スイートコーンは、８月５日から早生品種の収穫が始まり、８月２８日で収穫作業が終了しています。育

成状況は、高温少雨の影響で、平年よりも早く登熟が進み、全体的に草丈が平年よりも低いため、収量が

心配されるところですが、一部の圃場では、平年並みの収量が見込まれているところです。

また、てん菜についても、高温少雨の影響により、生育が停滞気味で推移し、降雨は適度にありますが、

依然として根部(ねぶ)肥大(ひだい)の状況は、緩慢な状態です。現在のところ褐斑病の発生も見られてい

ないことから、今後の根部(ねぶ)肥大(ひだい)と糖分蓄積に期待しております。



その他の畑作物に関しましても、高温少雨の影響を受け、平年よりもやや早い生育状況となっており、ハ

ッカについては、全体的に草丈が低く、収穫作業が心配されるところですが、８月 20 日頃から刈り取り

が始まり、９月 20 日頃に蒸留予定となっております。紫蘇についても８月下旬から刈り取り作業が始ま

っており、９月末の蒸留予定となっております。

一方、飼料作物については、１番牧草は、好天によりほぼ平年並みに生育し、収穫作業も順調に終了し、

平年並みの収量となり、発酵品質及び栄養価についても期待が持てるところであります。

また、２番草は、７月下旬より収穫作業が始まっていますが、１番牧草収穫後の高温と牧草再生時の少雨

の影響を受けて再生が遅れ、平年を下回る収量が予想されています。デントコーンは、圃場により生育状

況の違いはありますが、平年よりも早く生育しており、平年並みの収量が予想され、９月中旬からの収穫

作業を予定しているところであります。

 

④ 【林業における町有林の整備状況と森林環境譲与税の 活用】

次に町有林の整備状況と森林環境譲与税の活用についてであります。

まず、令和６年度の町有林事業の実績でありますが、伐期を迎えた人口林の皆伐事業及び下刈り・間伐

等の保育事業を中心に、97.40ha、事業費にして 67,700 千円ほどの事業を実施いたしました。

本年度におきましても昨年同様の事業を展開しており、８月末現在、119.80ha の計画面積のうち、概ね

40％の進捗率となっております。今後、秋以降の事業としましては、皆伐事業３小班のほか、間伐等の保

育事業８小班、皆伐を終えた山林の人工造林事業３小班を予定しております。

町有林材の素材売払いに関しまして、本年度より、素材の品質向上及び速やかな地域への素材提供要望へ

の対応を可能とするため、森林組合に町有林材の売払い業務を委託することができることとし、委託契約

を結び、８月末現在、4,090.71 ㎥、31,570 千円分の委託販売を実施していただいております。

これにより、伐採後、適時に入札、素材提供がなされており、また、森林組合の自主財源確保の意味合い

も兼ねていることから円滑な連携が図られているものと考えます。

森林環境譲与税に関しまして、令和６年度実績で、町民の皆さまに収めていただいた「森林環境税」が

988,715 円、国から間伐材の「森林整備に関する施策」と人材育成・担い手確保、木材利用の促進や普及

啓発等の「森林の整備の促進に関する施策」のために交付される「森林環境譲与税」が 40,293 千円とな

りました。令和６年度においては、「森林環境譲与税」及び「森林環境譲与税基金」からの繰入金あわせ

て 46,973 千円を 10事業に充当し、林業・木材産業の振興に対して効率的な運用を図りました。

本年度においても、「森林環境譲与税」44,142 千円及び「森林環境譲与税基金」からの繰入金 9,730 千円

を見込み、新診療所において使用する木製チェア購入費など８事業に充当する見込みとなっております。



⑤ 【民間・大学との連携事業】

次に、包括連携協定についてであります。

「まちづくり連携に関する協定」及び「災害時における応急生活物資の供給等に関する協定」を株式会

社セコマと 9月 18 日に締結する運びとなりました。

この株式会社セコマは、本町の特産品である和ハッカを原材料としたチョコミントアイスバーやクラフ

トジンなどセイコーマートオリジナル商品を開発・販売していただいている企業であります。

この協定により和ハッカ振興などによる地域ブランドの向上と産業振興の強化が図られ、災害発生時に

は、株式会社セコマによる物資の供給及び配送が行われることとなります。

またこれとは別に、令和７年４月「滝上町ヒグマゾーニング計画」策定を機に、「地域総合交流に関する

協定書」の締結をしている酪農学園大学の野生動物生体化学研究室佐藤教授を招き、５月に「ヒグマ講演

会」を開催したところでありますが、本町のヒグマゾーニング計画に基づいた施策を進めるため、現在、

酪農学園大学の協力も得ながら、ドローンを活用した本町のヒグマによる農作物の被害状況調査を実施

しているところであります。

今後も引き続き酪農学園大学との連携を図りながら事業を推進していくこととしております。

⑥ 【社会保障・税番号システム整備事業に歳入欠陥】

最後に、本定例会において、令和６年度各会計決算の認定について上程させていただいているところであ

りますが、その令和６年度一般会計歳入歳出決算の中で、社会保障・税番号システム整備事業において、

事務処理の遅延から、本来その全額が補助対象となる経費 2,619 千円が補助対象外経費と認定されてしま

い、本来であれば、交付を受けることが出来た補助金を受けることができず、社会保障・税番号システム

整備事業に歳入欠陥を起こすこととなってしまいました。

これは、補助事業の制度を熟知せず、出納整理期間中に支払処理が完了すれば、補助金を受け取ることが

できるとの思い込み、支払事務を後回しにしてしまった事により発生したものであります。

この場を借りて謝罪申し上げますとともに、今後このようなことが起こらないように、補助制度について

しっかりと調べ、担当者だけでなく、係全体で事務処理を進め、進捗状況等についても課全体で把握する

ことを徹底し、再発防止に努めてまいります。



以上、私からの行政報告とさせていただきます。


